第４１回中国中学校卓球選手権大会要項
１ 目　　的　　本大会は、中学校教育の一環として中学校生徒に広く卓球実践の機会を与え、技能の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚をはかり、心身ともに健康な中学校生徒を育成するとともに、中学校生徒の相互の親睦をはかるものである。
２ 主　　催　中国中学校体育連盟　　鳥取県教育委員会　　倉吉市教育委員会　　中国卓球連盟
３ 主　　管　鳥取県中学校体育連盟　　鳥取県中部地区中学校体育連盟　　鳥取県卓球連盟
４ 後　　援　鳥取県中学校校長会　（公財）鳥取県体育協会　　新日本海新聞社
５ 会　　期　平成２８年８月８日（月）～１０日（水）
６ 日　　程　８月  ８日（月） 開会式　１６：００～
８月  ９日（火） 競技開始　９：００～ 団体戦全試合、個人戦予選リーグ１試合
８月１０日（水） 競技開始　９：００～ 個人戦残り全試合
閉会式　１４：００～
７ 会　　場　鳥取県立倉吉体育文化会館
〒682-0023 倉吉市山根529-2　TEL (0858) 26-4441 
８ 参加資格　（１） 参加者は、各県中学校体育連盟加盟の中学校に在籍し、学校教育法第１条に基づく当該中学校生徒であること。
（２） 年齢は、平成１３年４月２日以降に生まれた者に限る。
（３） 前項以外の生徒が参加を希望する場合は、その年度の６月３０日までに、各県中学校体
育連盟を通して、（公財）日本中学校体育連盟に申し出ること。
（４） 学校教育法第１３４条の各種学校（第１条校以外）に在籍し、各県中学校体育連盟の予選会に参加を認められた生徒であること。
参加を希望する各種学校は別に定める条件を具備すること。
（５） 各県中学校体育連盟主催の競技大会において、中国大会参加資格を得たチームまたは個人とする。
（６） チーム編成は、一校単位で編成されたものとする。
（７） 夏季大会に限り、同一年度内の参加は、全種目を通じて一人一回とする。
（８） 個人戦参加者は、（５）の項の個人戦の部より選抜されたものとする。
（９） 参加生徒の引率・監督は、出場校の校長・教員に限る。
但し、個人種目への参加について、校長・教員が引率できず、校長がやむを得ないと判断
し場合に限り、「中国中学校選手権大会引率細則」により、校長が引率者として承認した外
部指導者の引率を認める。その際には、所定の書類を実行委員会に提出すること。
（10） 団体戦・個人戦でベンチ入りをするアドバイザーは１校・１チームに１名とし、他校のアドバイザーを兼務することは認められない。また、他中学校の校長・教職員にはその資格がない。
（11） 外部指導者のベンチ入りに関しては、所定の様式で確認書を提出すること。
（12） 個人情報の取り扱い（利用目的）
大会主催者は、個人情報保護に関する法令を遵守し、中国中学校体育連盟個人情報保
護方針・規定に基づき、取得した個人情報について適正に取り扱う。
取得した個人情報は、競技大会の資格審査・競技大会運営上必要なプログラム編成及
び作成・ホームページ・掲示板・報道発表（記録集）等、その他競技運営及び競技に必
要な連絡等に利用する。
９大会負担金（１）登録選手一人につき、２，０００円とする。
（２）納入方法は、各県中体連の事務局の指示による。
10参加制限　（１）団体の部
①県代表とし男女各２チームとする。ただし、開催県（鳥取県）は男女各４チームとする。
②チームは同一校の選手６名～８名で編成し、監督１名（当該校教員）とともに登録する。
アドバイザーのあるチームは、アドバイザーも登録する。
（２）シングルスの部
各県男女各８名とする。ただし、開催県は男女各１６名とする。監督１名とともに登録
する。アドバイザーがある場合は、アドバイザーも登録する。
11 競技規則　　現行の（公財）日本卓球協会競技規則、および本大会規則による。
12競技方法　（１）団体の部
①４単１複で、３番にダブルスを入れる。シングルスとダブルスを同一選手が兼ねるこ
とはできない。３点先取勝ちで行う。
②予選リーグは、４ブロックで行い、３チームリーグ戦とする。
③決勝トーナメントは、予選リーグ各組１・２位のチームの計８チームで行う。
④第３代表決定戦敗者と決勝トーナメント１回戦敗者で、第４代表決定戦を行う。
（２）シングルスの部
①予選リーグは、16ブロックで行い、３名リーグ戦とする。
②決勝トーナメントは、予選リーグ各組１位の１６名で行う。
13 表　　彰 （１）団体１～３位までの学校及び登録選手に、中国中学校体育連盟より賞状を授与する。
（２）個人１～３位までの選手に、中国中学校体育連盟より賞状を授与する。
（３）団体１位には優勝旗を、個人１位には優勝杯を授与する。（持ち回り）
前年度優勝校に対しては、優勝旗返還時にレプリカを贈呈する。
14 参加申込　各県責任者（専門委員長）は、次の要領で参加申込をすること。
（１）参加申込一覧表を作成し、平成２８年7月３０日（土）までにＥ－ｍａｉｌで送る。
Ｅ－ｍａｉｌ送信先　　kodani_tk2@mailk.torikyo.ed.jp
（２）正式申込書は各県でまとめて８月１日（月）までに下記へ送付すること。
申込先　〒682-0021  鳥取県倉吉市上井430番地
倉吉市立河北中学校 小谷　孝　宛　℡ 0858-26-1341 　FAX 0858-26-6922
15 組合せ　 （１）団体戦　平成２８年８月８日（月）監督会議において抽選し，決定する。
（２）個人戦　平成２８年８月１日（月）開催県実行委員会で抽選し，決定する。
ただし，その抽選会には，開催県中体連役員が立ち会うものとする。
16 会　　議 （１）専門委員長会議
日 時  平成２８年８月８日（月） １３：００～
会 場  倉吉体育文化会館室　教養室
〒682-0023 倉吉市山根529-2　TEL (0858) 26-4441 
（２）監督会議
日 時  平成２８年８月８日（月） １４：３０～
会 場  倉吉体育文化会館室　教養室
〒682-0023 倉吉市山根529-2　TEL (0858) 26-4441 
17 宿　　泊　　大会に参加する選手・引率者（監督・コーチを含む）は、必ず大会実行委員会を通じて宿泊申込を行うこと。大会運営に関わる緊急連絡等が発生した場合は、すべて宿舎を通して連絡を行う。宿泊をしないところについては、学校へ連絡する。詳細は、別紙宿泊要項参照のこと。

18 そ の 他（１）競技中の疾病・傷害については、応急処置をする。
（２）選手はユニフォームを着用し、右図の要領で作成したゼッケンを
背部に必ずつけること。（日本卓球協会のゼッケンも可）
（３）開会式からユニフォームを着用する。団体戦ではユニフォームは
学校ごとにそろえ、２着準備することが望ましい。
（４）団体戦には、監督１名、アドバイザー１名と選手８名までが、ベ
ンチに入ることができる。個人戦にも、監督またはアドバイザーの
いずれか１名がベンチに入ることができるが、試合中の交代は認められない。
（５）試合球は、ニッタク・ＴＳＰ・バタフライの４０㎜ホワイトボールを使用する。
（６）本大会上位から団体男女各４チーム、個人男女各１０名が、全国大会への出場権を得るものとする。
（７）前年度優勝者（団体・個人）は、優勝旗・優勝杯を持参すること。
（８）１～３位の入賞者（団体・個人）は、閉会式に必ず出席すること。
（９）大会中の練習時間（すべて鳥取県立倉吉体育文化会館）は、以下の通りとする。　
８月　８日（月） １３：００～１５：３０ メインアリーナ
８月　９日（火）   ７：４５～  ８：３０ メインアリーナ
８月１０日（水） 　７：４５～  ８：３０ メインアリーナ
（10）中国大会の競技開催期間は、２日間以内となっているが、天候等の関係で順延または
競技方法の変更もあり得る。
19 連 絡 先（１）大会開始前　大会事務局　　倉吉市立河北中学校内　小谷　孝
〒682-0021 倉吉市上井430番地   ℡ 0858-26-1341  FAX 0858-26-6922
（２） 大会期間中〔８月８日（月）～８月１０日（水）〕
大会事務局　鳥取県立倉吉体育文化会館内　小谷　孝
〒682-0023 倉吉市山根529-2　TEL (0858) 26-4441 
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